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電気事業の電気主任技術者、技師長時代
寒川恒貞は１８７５年（明治８）、現在の香川県

高松市に生まれた。１９０２年（明治３５）、京都帝
国大学電気工学科を卒業し、大学院に進んだ
が翌年退学した。そして、次のような電力会
社を遍歴し、多くの業績を残した。
（１）深川電灯㈱時代（明治３５年から３６年まで）
主任技師として、当時、直流が多かった電

灯敷設工事を交流で行い注目された。
（２）川越電気鉄道㈱時代（明治３６年から３９年まで）
主任技師として、電力供給設備に国産の芝

浦製作所製を採用した。当時、我が国電気技
術者の中心的存在であった芝浦製作所の岸敬
二郎が技術顧問の要職にあった。
（３）箱根水力電気㈱時代（明治３９年から４２年まで）
主任技術者として、箱根塔の沢に早川水力

発電所（出力：４，０００kvA）を１９０９年（明治４２）
完工させた。これを電気学会総会の席上、「箱根
水力電気株式会社工事概要」として講演した。

また、箱根塔の沢から横浜保土ヶ谷まで、特
別高圧４６，０００Ｖで送電。初めて国産技術の送
電鉄塔（石川島造船所製）、電線（住友伸銅所
製）や三重ガイシ（米国トーマス社及び日本陶
器会社製）を採用し、一躍有数な電気技術者
として紹介された。
（４）徳島水力電気（明治４２年から４３年まで）・
四国水力電気㈱時代（明治４３年から昭和１２
年まで）
徳島水力電気の技師長として、吉野川水系

祖谷川に三縄水力発電所（所在地：徳島県三
好郡三縄村・出力：２００kW）の建設を計画し
た。そして福沢桃介の資金協力を得るため、
１９１０年（明治４３）増資して、四国水力電気を創
立し、完成させた。その後、監査役、取締役
を経て１９２４年（大正１３）から１９２８年（昭和４）ま
で社長、昭和１２年まで取締役を務めた。

後半生の電気製鋼事業・電極事業
福沢桃介と寒川恒貞との関係は、芝浦製作

所の岸敬二郎を通じて始まった。岸は「両人
が一緒にやったら面白い仕事ができる」と考
え、二人を引き合わせ、福沢は寒川が自分の計

寒川恒貞の前半生は、電気主任技術者、技師長を経て草創期
の水力発電事業家として知られた。そして１９１３年（大正２）、名
古屋電灯㈱の顧問となり、その翌年アメリカ、イギリス、ドイ
ツ、スウェーデン、ノルウェイなどの電気事業・電気化学工業
などを視察した。
福沢桃介は海外視察から戻った寒川に、「名古屋電灯には今、

水力が５，０００㌔余っている。１㌔５厘でもよいから、このさい
何か利用法を考えて貰いたいと」命じた。この要請が、寒川の
後半生を大きく変えることになった。その後、電気製鋼事業・
電極事業などの会社を設立し華々しく活躍した。

～電気主任技術者から事業家に転身～

大同特殊鋼・東海カーボンの創業者 寒川恒貞
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（『寒川恒貞自伝』より）



画に参画することを求めた。ここに、福沢の
将来を見越した独創的な考えと寒川の科学的
技術を基にした堅実果敢な事業家が実現した。
寒川は福沢の要望にこたえ、
①電力を大量に消費し、将来の発展性ある
事業を選択する。

②その結果、有望業種としてアルミニウム
工業、製鉄・製鋼事業、曹達工業の３事
業を取り上げる。

③上記３業種のうちのどれに着手すればよ
いかについて、文献や各方面の専門家の
意見を参考にして結論を絞っていく。

という考え方をまとめた。そして、まず製鉄
・製鋼事業を実現化していった。
（１）電気製鋼事業（現在：大同特殊鋼株式会社）
名古屋電灯㈱は、１９１３年（大正３）、製鋼部

を設置し、熱田火力発電所の隣で電気製鋼の
研究を始め、１９１５年（大正５）に㈱電気製鋼所
として独立させた。寒川は６００kWの合金炉
と１．５㌧アーク炉の設計に着手、合金炉の完成
を待ってフェロシリコンを生産、翌年、アー
ク炉１基が完成し炭素鋼の試作が開始された。
この炉体は、我が国最初のアーク炉で、現

在、大同特殊鋼知多工場に社宝として保存展
示されており、１９８３年（昭和６３）、米国金属協
会から歴史的遺産（Historical Landmark）と
して認証された。さらに２００７年（平成１９）に経
済産業省より近代化産業遺産の認定を受けた。
その後、電気製鋼所は、１９１９年（大正８）に

木曽福島工場を操業させ、１９２１年（大正１１）㈱
大同電気製鋼所とし、寒川が社長に就任した。
大正１３年に大同製鋼㈱と社名を改称した。そ
して１９７６年（昭和５１）、日本特殊鋼、特殊製鋼
との３社合併で大同特殊鋼㈱となり、現在特
殊鋼で世界一のメーカーになった。
（２）電極事業（現在：東海カーボン株式会社）
当時、東海電極㈱の製鋼用電極及び電解ソ

ーダ用電解板については米国アチソン社製品
に依存していた。このため、寒川は炭素製品
の需要拡大を予想して、独自に構想を立て、
計画を立案し、福沢の同意を得て、自らが出
資者の中心となって創立し、東海電極は炭素
製品メーカーとして大きく発展した。
１９７５年（昭和５０）、カーボンブラックを始め
電極以外の製品も多くなり東海カーボン㈱に
社名を変更した。

（３）その他の事業
寒川の後半生は、電気事業の経営から少し

距離を置き、１９２５年（大正１４）に東洋刃物株式
会社を創立し取締役社長に就任。１９３４年（昭
和９）に日本アルミニウム株式会社の設立発
起人、１９３５年（昭和１０）に電業社原動機製造所
取締役社長、１９３９年（昭和１４）に東京機械工業
株式会社社長などに就任したが、終戦の１９４０
年（昭和２０）に７１歳で没した。

（寺澤安正）

電気製鋼所 熱田工場（大正５年８月）
（出典：『大同製鋼５０年史』）

創業時の東海電極製造（大正７年４月創設）
（出典：『東海電極製造３５年史』）

電気製鋼所 福島工場（大正８年２月）
（出典：『大同製鋼５０年史』）




